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（２） 2003.4  広報おおの

平
成
十
五
年
度
の
各
会
計
当
初
予
算

案
が
三
月
定
例
市
議
会
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
第
四
次
大
野
市
総
合
計
画
に
基

づ
き
「
力
強
く
・
や
さ
し
く
・
美
し
い

大
野
」
の
実
現
を
基
本
方
針
に
編
成
し

た
予
算
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

一
般
会
計
の
予
算
額
は
、
百
四

十
億
千
二
百
万
円
、
前
年
度
に
比

べ
一
・
三
％
の
減
少
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
北
部
第
三
土
地
区
画

整
理
事
業
や
工
業
振
興
助
成
金
な

ど
の
事
業
費
が
減
少
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

市
税
は
、
長
引
く
景
気
低
迷
の

影
響
な
ど
を
考
慮
し
、
法
人
市
民

税
で
は
前
年
度
比
十
五
・
〇
％
減

を
、
ま
た
個
人
市
民
税
、
固
定
資

産
税
で
も
減
収
を
見
込
み
ま
し

た
。
総
額
で
は
前
年
度
比
三
・

一
％
減
の
三
十
六
億
五
千
八
十
四

万
七
千
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
は
、
普
通
交
付
税

が
前
年
度
比
四
・
八
％
減
の
三
十

六
億
円
、
特
別
交
付
税
が
前
年
度

一
般
会
計

歳
　
入

予 算 概 要�
平成15年度�

予 算 概 要�力
強
く
　
や
さ
し
く
　
美
し
く

区　　　分� 平成15年度� 平成14年度� 対前年比�
140億1,200万円�
28億4,755万円�
 44億6,068万円�

5,465万円�
 6億5,979万円�
15億9,650万円�
 23億3,710万円�
 119億5,627万円�
  2億　884万円�
261億7,711万円�

141億9,800万円�
26億7,815万円�
 48億1,177万円�

6,552万円�
 6億6,596万円�
15億9,203万円�
 20億9,195万円�
 119億  538万円�
2億4,226万円�

263億4,564万円�

△  1.3％�
6.3％�

△  7.3％�
△16.6％�
△  0.9％�
0.3％�
11.7％ �
0.4％�

△13.8％�
△  0.6％�

特

別

会

計�

一　般　会　計�
国民健康保険�
老 人 保 健 �
簡 易 水 道�
農業集落排水�
下 　 水 　 道�
介 護 保 険�
小　　計�

企業会計（水道）�
合　　　計�
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（３）2003.4  広報おおの

自主財源�
依存財源�

民生費�
29億�
  7,867万円�

教育費�
16億�
  7,419万円�

衛生費�
16億�
  3,955万円�

土木費�
13億�
  6,038万円�

農林水産業費�
13億6,511万円�
�

     公債費�
15億�
 1,164万円�

8億�
2,526万円�

商工費�
�

議会費�
など�
その他�
�

10億5,693万円�

21.3％�

12.0％�

11.7％�
総務費  �
16億27万円�
11.4％�

10.8％�

9.7％�

9.7％�

5.9％�

7.5％�

歳出  140億1,200万円�

市税�
36億�
  5,085万円�

5億�
9,418万円�
4.2％�

繰入金�　7億�
6,009万円�

6億894万円�
�

8億1,450万円�

その他�

地方�
消費税�
交付金�
    など�

市債�

10億�
  3,550万円�

9億�
  3,510万円�

国庫�
支出金�

8.8％�

県支出金�
�12億�

  3,284万円�

地方交付税�
43億�
  8,000万円�

諸収入�分担金�
　および�
　　負担金�
　　　　など�
　　　  その他�

5.4％�

4.3％�

5.8％�
7.4％�

6.7％�

31.3％�

26.1％�

一 般 会 計 予 算 の 内 訳�

歳入  140億1,200万円�

特集：15年度予算

比
四
・
〇
％
増
の
七
億
八
千
万

円
、
合
計
四
十
三
億
八
千
万
円
で

前
年
度
比
三
・
三
％
の
減
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
第
四
次

総
合
計
画
の
実
現
を
目
指
し
、

・
若
者
に
魅
力
あ
る
企
業
誘
致
と

雇
用
促
進
に
よ
る
地
域
活
性
化

・
子
育
て
に
夢
が
持
て
る
生
活
環

境
の
整
備

・
感
性
豊
か
で
思
い
や
り
の
あ
る

人
づ
く
り

を
基
本
と
し
て
予
算
編
成
を
行
い

ま
し
た
。

伸
び
率
の
大
き
な
も
の
は
、
農

事
組
合
法
人
に
補
助
を
行
う
経
営

構
造
対
策
事
業
や
、
農
村
総
合
整

備
事
業
な
ど
を
行
う
農
林
水
産
業

費
（
前
年
度
比
三
十
二
・
八
％

増
）、
小
山
工
業
団
地
の
造
成
工

事
な
ど
を
行
う
商
工
費
（
前
年
度

比
九
・
二
％
増
）
な
ど
で
す
。

ま
た
平
成
十
四
年
度
で
委
託
事

業
が
終
了
し
た
北
部
第
三
土
地
区

画
整
理
事
業
な
ど
の
土
木
費
（
前

年
度
比
三
十
二
・
一
％
減
）
や
、

富
田
小
学
校
の
校
舎
改
築
工
事
が

完
了
す
る
教
育
費
（
前
年
度
比

二
・
七
％
減
）
な
ど
に
つ
い
て
は

大
幅
に
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

歳
　
出

商工費

2万589円
（1万8,702円）

その他

2万6,369円
（2万6,073円）

土木費

3万3,939円
（4万9,570円）

農林水産業費

3万4,057円
（2万5,445円）

公債費

3万7,713円
（3万7,296円）

総務費

3万9,924円
（3万9,655円）

衛生費

4万904円
（4万1,533円）

教育費

4万1,768円
（4万2,596円）

民生費

7万4,312円
（7万609円）

消防費
議会費
労働費
災害復旧費

市民一人当たりに換算すると34万9,575円（35万1,479円） （ ）内は前年度
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（４） 2003.4  広報おおの

特集：15年度予算

・工業団地造成事業　　 2億7,980万円

上荒井区で小山工業団地（総面積7.1

㌶）の造成を行います。

・新おおの産業おこし事業補助

1,300万円

事業者が新産業を開拓する調査や研

究、その成果に基づき行う設備整備な

どについて補助を行います。

・中高年齢者等雇用促進奨励金 960万円

失業者を含む中高年齢者や体に障害

のある人などを雇用した事業主へ、奨

励金を交付します。

・農作物鳥獣害防止体制整備事業 150万円

イノシシによる農作物の被害防止に

向け集落で電気さくを設置する場合な

どに補助を行います。

・養護学校就学措置事業　 1,318万円

養護学校への送迎バスの運行を、こ

れまでの１台から２台に増やすほか、

乗り降りなどを補助する介助員の添乗

を行います。

・非常勤講師派遣事業　　　　 562万円

子どもたちが基礎的・基本的な知識

を確実に身につけられるよう、非常勤

講師４人を配置します。

・活力ある学校づくり推進事業 378万円

小中学校で行われる総合的な学習の

時間や特色ある学校づくりなどを、積

極的に進めます。

・シビックセンター設計委託事業

4,315万円

大野高校跡地に建設が予定されてい

る有終西小学校や生涯学習センター、

大野公民館などの複合施設について設

計業務の委託を行います。

・有機堆（たい）肥散布補助　 179万円

市内の農業者や農業集団が、ＪＡな

どに委託し行う有機たい肥散布費用の

一部を補助します。

・有機農業推進事業補助　　　 30万円

ＪＡＳ法に基づき生産工程管理者の

認定を受けた人などへ、その登録にか

かった費用の一部を補助します。

・街なみ環境整備事業　　　 1,435万円

中心市街地に残る歴史的建造物や景

観の保護・保全、良好な都市景観づく

りに向け、平成14年度に策定した整備

方針をもとに地域の人たちと事業計画

の策定を行います。

・地下水管理計画策定　　　　 172万円

平成13・14年度に行った地下水総合

調査の結果や、市民の意識調査などを

もとに管理計画を策定します。

・環境基本計画推進事業　　　134万円

不法投棄などを監視する環境監視員

の配置や、低公害車の購入に補助を行

います。（１台につき20万円）

産�
業�

人�

環�
境�

創造性と活力ある
産業のまち

思いやりと
豊かな心を
育むまち

環境保全と美しい
景観づくりのまち
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（５）2003.4  広報おおの

特集：15年度予算

・まちなか遠足の誘致　　　　　93万円

遠足で市内を訪れる小中学校の児童

や生徒に、ちょっとしたお土産などを

贈り、イメージアップや観光ＰＲに

努めます。

・アーティストインレジデンス事業

300万円

芸術家が一定期間市内に滞在し、作

品の制作や地域との交流を行う活動を

通して、市民が芸術を身近に感じ、親

しむことのできる機会をつくります。

・伝統工芸等観光活用事業　　 120万円

七間通りにある「手作り工房もっこ」

を拠点に行われる伝統工芸の実演など

に、補助を行います。

・子育て交流ひろば事業　　　 750万円

育児の悩みや不安などの解消に向

け、いつでもだれでも気軽に集い交流

できる場を開設します。

・乳児家庭養育手当給付事業 1,922万円

家庭で１歳未満の乳児を養育してい

る保護者に、月額１万円を支給します。

・阪谷保育園（仮称）建設事業

6,076万円

阪谷地区の幼保一元化に向け、伏石

に阪谷保育園（仮称）を建設します。

・育児休業等取得促進事業補助 160万円

育児や介護で休業を取った人が職場

へ復帰するまでの間に、臨時職員など

を雇った事業主に対し、その賃金の一

部補助を行うなど、働きやすい職場づ

くりの推進に努めます。

・市内路線バス運行事業　　 3,548万円

路線バス運行ほか、10月から木本堀

兼線に乗合タクシーを運行。また勝原

線で乗合タクシーを試行します。

・公共下水道建設事業　 13億9,557万円

下水管の埋設や処理場の建設工事な

どを行います。

・総合行政ネットワーク経費　 556万円

国や県などの官公庁間の文書交換を

電子化する、総合行政ネットワークへ

の接続などを行います。

・市町村合併対策事務経費　　 674万円

合併協議会への負担金、市町村合併

対策に関する事務を行います。

・「大野のあゆみ」改訂版発刊準備

158万円

平成16年７月の市制施行50周年に合

わせ、市の歴史などを分かりやすく紹

介する「大野のあゆみ（改訂版）」の

発刊準備を行います。

交�
流�

人が集い
心が響きあうまち

生�
活�

住みたい
住み続けたいまち

そ�
の�
他�
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（６） 2003.4  広報おおの

15
年
度
予
算
案
を
可
決

議
員
定
数
の
削
減
な
ど
も

任
。
現
在
二
期
目
で
す
。

ま
た
、
今
回
の
臨
時
会
で
各
常

任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
な

ど
の
構
成
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
議
会
議
員
選
挙
後
、
初
め
て

の
市
議
会
（
臨
時
会
）
が
二
月
二

十
五
日
に
開
か
れ
、
本
田
章
氏

（
五
十
二
歳
・
泉
町
）
が
議
長
に
、

島
口
敏
榮
氏
（
五
十
八
歳
・
木
本
）

が
副
議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

本
田
氏
は
平
成
七
年
に
市
議
会

議
員
に
初
当
選
し
、
副
議
長
、
総

務
・
民
生
環
境
常
任
委
員
会
委
員

長
、
総
合
交
通
対
策
推
進
特
別
委

員
会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
。
現
在

三
期
目
で
す
。

島
口
氏
は
、
平
成
十
一
年
に
市

議
会
議
員
に
初
当
選
し
、
産
経
建

設
常
任
委
員
会
委
員
長
な
ど
を
歴

増
の
ほ
か
、
利
用
者
の
減
少
に
よ

る
中
小
企
業
資
金
融
資
預
託
金
の

六
千
万
円
減
な
ど
で
す
。

市
会
提
案
の
議
員
定
数
を
二
人

減
ら
し
て
二
十
人
と
す
る
条
例
案

や
、
市
長
を
は
じ
め
助
役
、
収
入

役
、
教
育
長
の
給
与
を
一
年
間
月

額
二
％
〜
三
％
減
額
す
る
条
例

案
、
葬
斎
場
の
使
用
料
や
介
護
保

険
制
度
の
保
険
料
を
引
き
上
げ
る

条
例
案
な
ど
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
満
了
に
伴
う
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
、
人

権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

喜
多
山
浩
之
（
57
歳
・
牛
ヶ
原
）

人
権
擁
護
委
員

松
田
ま
つ
枝
（
72
歳
・
要
町
）

上
田
輝
司
（
45
歳
・
森
政
領
家
）

敬
称
略

七
百
五
十
七
万
円
の
増
で
、
補
正

後
の
総
額
は
、
百
五
十
一
億
六
百

二
十
三
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
前
年
同
期
と
比
べ
〇
・
一
％

の
減
と
な
り
ま
す
。

主
な
内
容
は
、
富
田
小
学
校
改

築
工
事
の
小
学
校
施
設
整
備
事
業

に
四
億
七
千
五
百
十
三
万
五
千
円

の
増
、
除
雪
経
費
に
三
千
万
円
の

三
月
に
行
わ
れ
た
第
三
百
二
十

四
回
定
例
市
議
会
で
、
十
五
年
度

予
算
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
ほ
か
十
四
年
度
の
補
正
予
算
案

な
ど
全
三
十
三
議
案
を
審
議
。
い

ず
れ
も
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
補
正
額
は
、
四
億

14
年
度
予
算
の
補
正

議
長
に
本
田
章
氏

副
議
長
に
島
口
敏
榮
氏

常
任
委
員
会�

�

民生環境�� 産経建設�� 総務文教��

◎

兼

井

　

　

大�
�

○

山

本

　

鐵

夫�
�

　

藤

堂

　

勝

義�
�

　

松

田

　

信

子�
�

　

本

田

　

　

章�
�

　

笹

島

　

彦

治�
�

　

常

見

　

悦

郎�
�

　

砂

子

　

三

郎�
�

議
会
運
営
委
員
会�

�

◎

常

見

　

悦

郎�
�

○

寺

島

　

藤

雄�
�

　

牧

野

　

　

勇�
�

　

谷

口
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島口敏榮氏
議　長

本田　章氏

条
例
案
な
ど

人
事
案
件
も
原
案
に
同
意

3月補正 一般会計の主な事業
◆民生費
・福祉施設整備事業補助
（老人保健施設の増改築補助など）……5,492千円

◆衛生費

・合併処理浄化槽設置整備事業補助……29,097千円
◆農林水産業費

・農村総合整備事業
（大野塚原第二地区）……………………42,834千円

◆商工費

・地方バス維持対策事業
（バス運行補助金）………………………7,168千円

◆土木費

・除雪経費………………………………… 30,000千円
◆教育費

・小学校施設整備事業
（富田小学校校舎）………………… 475,135千円
・中学校施設整備事業
（開成中学校給食室）………………… 9,398千円
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を
超
え
て
い
な
い
こ
と

手
続
き

●
こ
れ
か
ら
出
産
す
る
場
合

市
民
課
へ
出
生
届
を
提
出
し
て

か
ら
福
祉
課
で
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

●
平
成
十
五
年
四
月
一
日
現
在
で

一
歳
未
満
の
乳
児
の
場
合

対
象
と
な
る
人
へ
四
月
末
ま
で

に
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。
内
容
に

従
い
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

今
年
度
は
八
月
に
四
〜
五
月
分
、

十
二
月
に
六
〜
十
一
月
分
を
支
給

し
ま
す
。
来
年
度
以
降
、
六
月
と

十
二
月
に
六
カ
月
分
の
支
給
と
な

り
ま
す
。

乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
対
象
と

な
る
場
合
、
毎
年
四
月
一
日
現
在

で
の
状
況
を
示
し
た
「
乳
幼
児
医

療
費
受
給
資
格
現
況
届
」
を
提
出

し
、
受
給
資
格
者
証
を
更
新
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
な
ど
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、
三
月
末
に
郵
送
し
た
通

知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象子

ど
も
が
三
人
以
上
い
る
世
帯

の
、
三
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
ま

で
の
子
ど
も
。

※
平
成
九
年
四
月
二
日
〜
平
成
十

二
年
三
月
一
日
生
ま
れ

そ
の
他

三
月
末
で
有
効
期
限
が
切
れ
る

オ
レ
ン
ジ
色
の
受
給
資
格
者
証
が

更
新
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
児
童
福
祉
係
（
1
66
・

１
１
１
１
内
線
４
７
４
）

2003.4  広報おおの （７）

四
月
か
ら
、
家
庭
で
一
歳
未
満

の
乳
児
を
養
育
し
て
い
る
人
へ
、

乳
児
一
人
当
た
り
月
額
一
万
円
を

支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

対
象

・
乳
児
（
平
成
十
四
年
四
月
二
日

以
降
生
ま
れ
）
と
保
護
者
の
住

所
が
、
市
内
に
あ
る
こ
と

・
乳
児
が
認
可
保
育
所
に
入
所
し

て
い
な
い
こ
と

・
児
童
手
当
制
度
の
所
得
制
限
額

大野市営葬斎場

使用料が変わりました
４月から葬斎場の使用料が変わりました。昭和46

年の施設完成以来料金が据え置かれていましたが、

運営にかかる経費が増えてきたなどの理由から今回

の改正となりました。ご理解ください。

改　正　前
16歳以上
１体　３,０００円
６歳以上16歳未満
１体　２,０００円
６歳未満
１体　１,０００円
死産児
１体　 ５００円
胎盤等
１人分 ５００円

改　正　後
12歳以上
１体 １０,０００
円
１歳以上12歳未満
１体　 ５,０００
円
１歳未満または死産児
１体　 ３,０００

一
歳
未
満
の
乳
児
に

養
育
手
当
を
支
給

乳
幼
児
医
療
費

受
給
資
格
者
証
の
更
新
を

第
二
回
任
意
合
併
協
議
会

15
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
決
ま
る

三
月
五
日
、
和
泉
村
ふ
れ
あ

い
会
館
で
第
二
回
任
意
合
併
協

議
会
が
開
か
れ
、
今
年
度
の
事

業
計
画
や
予
算
な
ど
が
決
め
ら

れ
ま
し
た
。

合
併
に
関
す
る

調
査
・
研
究
の
ま
と
め

こ
れ
ま
で
の
調
査
・
研
究
を

次
の
項
目
に
ま
と
め
ま
す
。

・
組
織
お
よ
び
機
構
の
あ
り
方

・
各
種
事
務
事
業
の
調
整

・
住
民
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
住
民

負
担
の
現
況
と
将
来
予
測

・
行
財
政
の
現
況
と
将
来
予
測

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
計
画

（
案
）
の
作
成

両
市
村
の
総
合
計
画
な
ど
を

踏
ま
え
、
合
併
し
た
場
合
の
新

市
の
将
来
を
展
望
し
、
ま
ち
づ

く
り
の
目
標
や
方
向
性
を
示
し

た
計
画
案
を
作
成
し
ま
す
。

①
将
来
構
想
の
概
要

②
大
野
市
・
和
泉
村
の
特
性

③
合
併
の
背
景
と
必
要
性
お
よ

び
効
果

④
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
と

将
来
像

⑤
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

合
併
に
関
す
る
情
報
提
供

合
併
に
関
す
る
調
査
・
研
究

結
果
と
「
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

計
画
（
案
）」
を
要
約
し
た
資

料
を
作
成
し
、
こ
れ
を
基
に
し

た
住
民
対
話
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
利
用
し
た
、
積
極
的
な
情
報

発
信
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

大
野
市
・
和

泉
村
任
意
合
併
協
議
会
事
務

局
（
1
66
・
１
６
０
０
）

http://w
w
w
.city.ono.fuk

ui.jp/gappei/index.htm
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保
健センタ

ー
健
康通信

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（165・7333）
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2003.４ №169

病
気
と
思
わ
れ
て
い
る
人
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

上
の
表
は
一
九
九
九
年
に
発
表

さ
れ
た
、
結
核
に
か
か
る
人
の
指

数
を
示
し
た
も
の
で
、
日
本
は
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
約
六
倍
と
高
い
状

況
に
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

平
成
十
三
年
、
全
国
で
二
千
四

百
八
十
八
人
も
の
人
が
結
核
で
亡

く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
同
年
の
患

者
数
は
、
県
内
で
百
八
十
人
、
市

内
で
は
十
人
で
し
た
。
こ
の
よ
う

に
数
は
少
な
く
は
な
っ
て
い
る
も

の
の
、
ま
だ
完
全
に
無
く
な
っ
て

い
な
い
の
が
現
状
な
の
で
す
。

現
在
、
新
し
く
結
核
患
者
と
診

断
さ
れ
る
人
の
約
七
割
が
六
十
歳

以
上
で
す
。

こ
れ
は
、
過
去
に
結
核
が
流
行

し
た
際
に
肺
の
中
に
入
り
込
み
、

免
疫
力
や
抵
抗
力
に
よ
り
抑
え
ら

れ
て
い
た
菌
が
、
年
齢
と
と
も
に

体
力
や
抵
抗
力
な
ど
が
弱
ま
っ
た

た
め
発
症
し
た
も
の
で
す
。

初
期
症
状
が
風
邪
と
よ
く
似
て

い
る
た
め
、
市
販
の
薬
で
治
そ
う

と
す
る
人
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
が
、
せ
き
な
ど
が
長
引
く
場
合

は
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
こ
ろ
予
防
接
種
で
身

に
付
い
た
免
疫
力
も
十
〜
十
五
年

も
経
つ
と
予
防
効
果
が
薄
れ
て
き

ま
す
。
そ
の
た
め
過
去
に
接
種
を

受
け
て
い
る
か
ら
「
絶
対
に
大
丈

夫
」
と
は
限
ら
な
い
の
で
す
。

ま
た
現
在
で
は
、
結
核
に
か
か

っ
た
経
験
が
一
度
も
無
い
と
い
う

人
が
多
い
こ
と
か
ら
、
患
者
が
発

生
し
た
場
合
、
集
団
感
染
に
つ
な

が
る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
生
活
習
慣
病
健
診
や

各
種
が
ん
検
診
の
際
に
、
併
せ
て

結
核
検
診
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮

影
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
機
会
を
利
用
し
、
早
期
発
見

や
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

四
月
か
ら
結
核
予
防
法
施
行
令
が
一
部
変
わ
り
、
こ
れ
ま

で
小
・
中
学
校
の
一
・
二
年
で
行
わ
れ
て
い
た
ツ
ベ
ル
ク
リ

ン
反
応
検
査
と
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
た
め
予
防
接
種
を
受
け
る
の
は
、
四
歳
ま
で
の
乳
幼
児
期

に
一
度
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。
結
核
は
、
早
い
段
階
の
適
切

な
治
療
に
よ
り
治
る
病
気
、
積
極
的
な
予
防
が
大
切
で
す
。

健
診
で
早
期
発
見

増
え
る
高
齢
者
の
発
病

結　　　核

～ちょっと気になる健康料理～
ヒジキとホウレンソウのおひたし

食物繊維を多く含むヒジキ（海藻）は、コレステロー
ル低下や便秘改善の効果があります。ホウレンソウはカ
ルシウムや鉄分、カロテンを豊富に含む緑黄色野菜です。
①ヒジキをたっぷりのぬるま湯に漬けて戻し、水でゆす
いでからざるにあげる。
なべに移して、だし汁を十分に加えて煮、途中で砂
糖・しょうゆを加え、汁気がほぼなくなるまで煮てか
ら火を止め冷ましておく。

②ホウレンソウはゆでたものを水にとって冷やし、水気
を絞ってから３㌢程度の長さに切る。

③ごまは空いりし、軽くすっておく。
④ヒジキとホウレンソウを、かつお節とごまであえる。

メニュー考案：食生活改善推進員（若葉会）

材料（４人分）
ヒジキ（乾）・・10㌘　　 砂糖・・・・小さじ１
ホウレンソウ・・120㌘　 しょうゆ・・小さじ２
だし汁・・・・・適量　　　白ごま・・・小さじ２
かつお節・・・・４㌘
（エネルギー：31㌔㌍　コレステロール：２㍉㌘　塩分：0.6㌘）

か
つ
て
猛
威
を
振
る
っ
た
感
染

症
「
結
核
」
も
、
今
で
は
過
去
の

結
核
は
過
去
の
病
気
？

結核の代表的な症状

○せきが２週間以上も

長びく

○微熱が続く

○けん怠感が長びく

○痰（たん）が出る

○体重が減少する

○胸が痛む

人口10万人に対して
結核にかかる人の指数
日本
ドイツ
デンマーク
フランス
オランダ
イギリス
イタリア
アメリカ
オーストラリア
スウェーデン

34.6
12.1
11.1
10.3
8.9
7.7
7.7
6.3
5.7
5.4

（2002年国民衛生の動向）
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消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ166・1111 内線464（ ）

（９）

市　役　所
生活環境課
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市市内内のの消消費費者者相相談談状状況況

ま
し
ょ
う
。

こ
う
い
っ
た
身
に
覚
え
が
な
い

請
求
に
つ
い
て
支
払
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
、
二
度
、
三
度
と
全
く
知

ら
な
い
業
者
か
ら
請
求
書
が
送
ら

れ
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

恐
怖
心
か
ら
請
求
さ
れ
る
が
ま

ま
に
支
払
い
を
続
け
て
し
ま
っ
た

例
も
あ
り
ま
す
。
十
分
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

【
ア
ル
バ
イ
ト
の
た
め
に

教
材
を
購
入
】

十
日
ほ
ど
前
、
業
者
か
ら
電
話

で
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
い
か
」
と

言
わ
れ
、
仕
事
に
必
要
な
四
十
万

円
の
教
材
を
購
入
す
る
よ
う
勧
め

ら
れ
た
。
契
約
を
し
た
が
、
本
当

に
仕
事
が
来
る
か
不
安
だ
。

契
約
書
に
書
い
て
あ
る
八
日
間

の
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期
間
を
過
ぎ

て
し
ま
っ
た
が
、
解
約
出
来
な
い

だ
ろ
う
か
。

【
セ
ン
タ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

こ
の
事
例
は
、
内
職
・
モ
ニ
タ

ー
商
法
と
思
わ
れ
ま
す
。

内
職
・
モ
ニ
タ
ー
商
法
は
、
仕

事
を
紹
介
す
る
な
ど
と
勧
誘
し

「
仕
事
に
必
要
だ
か
ら
」
と
、
商

品
な
ど
を
売
り
つ
け
金
銭
負
担
を

負
わ
せ
る
と
い
う
商
法
で
す
。

こ
の
よ
う
な
内
容
に
つ
い
て
は

平
成
十
三
年
六
月
か
ら
「
特
定
商

取
引
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ

れ
、
二
十
日
間
の
ク
ー
リ
ン
グ
オ

昨
年
度
、
県
消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た

消
費
生
活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
は
、

約
六
千
五
百
件
（
平
成
十
五
年
一
月
末
現
在
）。

市
内
で
も
前
年
同
時
期
よ
り
七
十
件
以
上
も
多
い

百
五
十
件
以
上
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

年代別相談比率 相談内容比率

10代
18％

20代
12％

30代
14％40代

16％

50代
8％

60代
13％

70代
16％

80代
3％

訪問販売
39％

通信販売
34％

電話勧誘販売
12％

その他
15％

事
例
そ
の
②

フ
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
法
律
で
は
、
事
業
者
に
対
し
二

十
日
間
の
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期
間

や
ア
ル
バ
イ
ト
に
関
す
る
内
容
な

ど
に
つ
い
て
、
契
約
書
へ
の
記
載

を
定
め
て
い
ま
す
。

こ
の
事
例
で
は
、
契
約
が
十
日

ほ
ど
前
の
た
め
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
の
通
知
を
出
す
よ
う
助
言
を
行

い
ま
し
た
。

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
は
、
一

定
の
条
件
の
も
と
に
「
消
費
者
が

一
方
的
に
契
約
を
や
め
ら
れ
る
制

度
」
で
、
支
払
っ
た
お
金
は
原
則

と
し
て
全
額
返
金
さ
れ
ま
す
。

そ
の
際
に
は
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

・
訪
問
販
売
な
ど
の
場
合
は
契
約

書
面
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
八

日
以
内
に
、
内
職
・
モ
ニ
タ
ー

商
法
や
マ
ル
チ
商
法
の
場
合
は

二
十
日
以
内
に
書
面
で
通
知
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す

・
通
知
の
書
面
は
コ
ピ
ー
を
取
り

大
切
に
保
管
す
る

・
ハ
ガ
キ
を
送
る
際
は
、
簡
易
書

留
扱
い
が
最
も
確
実

・
商
品
は
着
払
い
で
送
り
返
す

※
三
千
円
以
下
の
取
引
や
通
信
販

売
な
ど
、
一
部
の
商
品
に
よ
っ

て
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
で
き
な

い
も
の
が
あ
り
ま
す
、
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

記
録
残
し
て
手
続
き
を

市
の
消
費
者
相
談
セ
ン
タ
ー
に

寄
せ
ら
れ
る
内
容
で
は
、
訪
問
販

売
に
関
す
る
も
の
が
最
も
多
く
、

次
に
多
い
の
が
携
帯
電
話
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
通
信

販
売
に
関
す
る
も
の
で
す
。

特
に
最
近
は
、
若
者
か
ら
の
相

談
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、
中
で

も
未
成
年
者
で
あ
る
十
代
か
ら
の

相
談
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
た
、
新
た

な
手
口
に
よ
る
被
害
が
広
が
っ
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

【
使
っ
た
覚
え
の
な
い
、
電
話
に

よ
る
情
報
提
供
料
金
の
請
求
】

あ
る
日
、
自
宅
へ
知
ら
な
い
業

者
か
ら
、
使
っ
た
覚
え
の
な
い
電

話
に
よ
る
情
報
提
供
料
金
に
つ
い

て
、
支
払
う
よ
う
に
と
の
請
求
が

は
が
き
で
届
い
た
。

【
セ
ン
タ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

こ
の
よ
う
な
身
に
覚
え
の
な
い

請
求
は
、
架
空
の
も
の
で
あ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
支
払
わ
ず
に

し
ば
ら
く
様
子
を
見
る
よ
う
に
し

多
様
化
す
る
相
談
内
容

事
例
そ
の
①
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は
、
長
さ
七
十
B

以
下
に

・
じ
ゅ
う
た
ん
類
は
一
畳
程
度

・
畳
は
三
等
分
で

●
中
身
を
出
し
て
か
ら

ジ
ュ
ー
ス
な
ど
が
残
っ
て
い

る
空
き
缶
や
ガ
ス
を
使
い
切
っ

て
い
な
い
ス
プ
レ
ー
缶
、
灯
油

が
入
っ
た
ま
ま
の
ス
ト
ー
ブ
な

ど
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
必
ず
中
身
を
空
っ

ぽ
に
し
て
く
だ
さ
い
。

次
の
も
の
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
取
り
扱
い
ま
せ
ん
、
専
門

業
者
で
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

●
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
四

品
目
（
テ
レ
ビ
・
エ
ア
コ
ン
・

冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
）

↓電
気
屋
さ
ん
な
ど

●
タ
イ
ヤ
・
消
火
器
・
ガ
ス
ボ
ン
ベ

↓取
り
扱
い
業
者
へ

●
農
機
具
や
資
材
、
ト
タ
ン
や
パ

イ
プ
な
ど
多
量
の
鉄
類
な
ど

↓そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
業
者
へ

「
捨
て
れ
ば
ご
み
、
分
け
れ
ば

資
源
」
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の

は
面
倒
で
も
分
別
し
、
限
り
あ
る

資
源
を
有
効
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
（
1
65
・
６
１
２
０
）
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引
越
し
や
家
の
中
の
整
理
な
ど
、

何
か
と
ご
み
が
出
る
こ
の
時
期
。

こ
の
よ
う
な
多
量
の
ご
み
は
、
自

分
で
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち

込
む
か
、
ご
み
の
運
搬
を
許
可
さ

れ
て
い
る
業
者
へ
依
頼
し
、
持
ち

込
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
燃
や
せ
る
・
燃
や
せ
な
い

事
前
に
分
け
て
か
ら

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち

込
ん
で
か
ら
分
別
を
行
う
と
、

混
雑
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
事

前
に
分
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
ベ
ッ
ド
や
座
い
す
な
ど

燃
や
せ
る
ご
み
と
燃
や
せ
な
い

ご
み
の
混
ざ
っ
た
も
の
は
、
分

解
し
そ
れ
ぞ
れ
に
分
け
て
か
ら

持
ち
込
み
ま
し
ょ
う
。

●
大
型
可
燃
物
は
小
さ
く
し
て

大
型
の
ご
み
は
焼
却
炉
の
投

入
口
で
詰
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
小
さ
く
切
断
し
て
か
ら
持

ち
込
み
ま
し
ょ
う
。

・
タ
ン
ス
や
枝
な
ど
木
製
の
も
の

大
野
市
食
生
活
改
善
推
進
員
連

絡
協
議
会
（
若
葉
会
）
は
、
食
な

ど
を
通
し
て
健
康
を
考
え
よ
う
と

三
十
年
以
上
に
わ
た
り
活
動
を
続

け
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

こ
の
食
生
活
改
善
推
進
員
は
全

国
に
組
織
が
あ
り
会
員
数
は
現
在

約
二
十
三
万
人
。
県
内
の
会
員
数

は
約
千
八
百
人
で
、
そ
の
う
ち
約

百
三
十
人
が
市
内
の
会
員
で
す
。

毎
月
、
各
地
区
か
ら
代
表
が
集

ま
り
体
に
良
い
料
理
の
研
修
会
を

自
主
的
に
行
う
ほ
か
、
公
民
館
で

一
般
の
人
を
対
象
と
し
た
健
康
料

理
教
室
や
、
男
性
や
親
子
を
対
象

と
し
た
料
理
教
室
を
開
く
な
ど
幅

広
く
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
ま

た
広
報
の
「
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る

健
康
料
理
」
で
も
体
に
良
い
メ
ニ

ュ
ー
の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

三
月
上
旬
”
一
日
に
何
を
ど
れ

だ
け
食
べ
た
ら
良
い
か
”
を
、
実

際
に
食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ

（１０）

食生活改善推進員
連絡協議会（若葉会）

������������������������������������������������

「
健
康
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
参
加
者

が
、
二
十
種
類
ほ
ど
用
意
さ
れ
た

料
理
か
ら
自
由
に
選
ん
で
試
食
し

た
も
の
に
つ
い
て
、
会
員
が
カ
ロ

リ
ー
や
塩
分
を
計
算
し
”
普
段
か

ら
ど
れ
ぐ
ら
い
の
栄
養
を

取
っ
て
い
る
か
、
そ
の
バ

ラ
ン
ス
は
ど
う
か
”
な
ど

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
る
と

い
う
も
の
で
す
。

参
加
し
た
人
た
ち
か
ら

は
「
毎
日
の
食
事
で
、
こ

ん
な
に
栄
養
を
取
り
過
ぎ

て
い
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
」「
気
に
は
し
て
い
る

も
の
の
、
な
か
な
か
実
感

の
持
て
な
い
カ
ロ
リ
ー
や

塩
分
に
つ
い
て
、
身
近
な

料
理
か
ら
知
る
こ
と
が
で

き
参
考
に
な
っ
た
」
な
ど

感
想
の
ほ
か
「
こ
れ
を
機

会
に
家
庭
で
も
気
を
つ
け

る
よ
う
に
し
た
い
」
と
の
声
も
。

「
自
分
の
健
康
を
守
る
に
は
、

自
分
で
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
。

一
人
で
も
多
く
の
健
康
づ
く
り
を

応
援
で
き
る
よ
う
、
楽
し
く
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と

会
員
の
皆
さ
ん
が
、
明
る
い
笑
顔

で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

食
を
通
し
て
健
康
づ
く
り
応
援

今月のスナップ

ごみ？ゴミ？⑬
多量のごみ処理

■「広報おおの」では、皆さんの

活動や意見など、さまざまな内容

を募集しています。あなたも紙面

に参加しませんか。

〒９１２－８６６６大野市天神町

１－１市役所情報広報課広報広聴

係（166・１１１１）

yamabiko@city.ono.fukui.jp

処
理
で
き
な
い
も
の

持
ち
込
む
場
合

リ
サ
イ
ク
ル
に
協
力
を
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森
目
小
学
校
で
は
、

三
年
生
か
ら
六
年
生
が

一
緒
に
集
ま
っ
て
「
も

り
も
り
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
一
つ
の
テ
ー
マ
か
ら
、

同
じ
よ
う
な
興
味
や
関
心
を
持
っ

た
子
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内

容
に
つ
い
て
調
査
や
研
究
な
ど
を

行
う
も
の
で
す
。
昨
年
度
は
「
ふ

る
さ
と
に
立
つ
」
と
い
う
大
テ
ー

マ
か
ら
、
真
名
川
に
つ
い
て
学
習

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
何
に
つ
い
て
調
べ
る
か
。

全
員
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
た

結
果
「
生
き
物
」「
歴
史
」「
環
境
」

な
ど
八
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
組
む
こ

と
に
し
ま
し
た
。

「
ど
ん
な
魚
が
い
る
か
」「
飛

ん
で
く
る
鳥
の
種
類
は
」「
水
害

の
歴
史
は
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に

興
味
や
関
心
を
持
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
調
査
・
研
究
。
内
容
を
模
造

紙
に
ま
と
め
、
七
月
に
一
回
目
の

2003.4  広報おおの （１1）

1111111111111111111111111111111111111111111

発
表
を
行
い
ま
し
た
。

二
学
期
に
入
り
何
に
つ
い
て
調

べ
た
い
か
を
再
び
全
員
で
検
討
。

さ
ら
に
詳
し
い
調
査
を
行
う
グ
ル

ー
プ
、
違
う
内
容
に
つ
い
て
調
べ

る
グ
ル
ー
プ
な
ど
九
つ
に
分
か
れ

学
習
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

三
月
の
二
回
目
の
発
表
で
は
、

模
造
紙
で
は
な
く
パ
ソ
コ
ン
を
使

い
ま
し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
（
発
表
用
）
の
ソ
フ
ト
を
使
い

デ
ジ
カ
メ
で
撮
っ
た
写
真
や
手
書

き
の
図
面
な
ど
を
取
り
込
み
な
が

ら
デ
ー
タ
を
作
成
。
画
面
と
と
も

に
効
果
音
が
流
れ
る
な
ど
、
模
造

紙
よ
り
も
さ
ら
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
発
表
と
な
り
ま
し
た
。

さ
あ
、
今
年
は
何
を
調
べ
よ
う

か
！
み
ん
な
意
欲
満
々
で
す
。

◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆

調査・研究！もりもりゼミナール

森目小学校

図書館�の�本�

太平洋と日本海を桜でつなごう

と11年間で２千本の苗木を植えた

岐阜県出身のバスの車掌、佐藤良

二さんの実話が書かれた本です。

若いころから「生きるからには

価値のあるなにかをしたい」と悩

んでいた佐藤さん。古木『荘川
しょうかわ

ザ

クラ』との出会いをきっかけに、

バスの路線沿いへ苗木を植え始め

ます。木々は現在“佐藤ざくら”

と呼ばれる美しい桜並木へと、各

地で成長しました。47歳で亡くな

るまで桜を思い続けた佐藤さん。

その願いが込められた一冊です。

『さくらがさいた！』

て
い
る
そ
う
で
す
。
昨
年
の
十
一

月
、
こ
れ
ら
の
内
容
を
書
い
た
記

録
が
、
毎
日
農
業
記
録
賞
の
「
最

優
秀
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

安
夫
さ
ん
も
「
自
分
た
ち
が
こ

だ
わ
り
を
持
っ
て
栽
培
し
た
青
大

豆
の
豆
腐
が
、
た
く
さ
ん
の
人
か

ら
お
い
し
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
が

作
り
手
と
し
て
何
よ
り
も
う
れ
し

い
で
す
ね
」
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

「
い
ろ
ん
な
人
に
助
け
て
い
た

だ
い
た
お
か
げ
で
、
思
っ
て
も
み

な
か
っ
た
ぐ
ら
い
た
く
さ
ん
の
人

に
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
一
人
で
も

多
く
の
人
か
ら
”
お
い
し
い
”
と

言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
頑
張
っ
て
い

き
た
い
で
す
ね
」
と
二
人
そ
ろ
っ

て
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

電子メールで市民提案　E-mail yamabiko@city.ono. fukui. jp

こんにちは�こんにちは�こんにちは�

下
唯
野
で
農
業
を
営
む
帰
山
さ

ん
夫
婦
は
、
水
稲
の
転
作
作
物
と

し
て
三
年
ほ
ど
前
か
ら
青
大
豆
を

栽
培
し
、
そ
の
青
大
豆
を
利
用
し

た
豆
腐
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
内
の
業
者
へ
原
料
を
持
ち
込

み
、
豆
腐
へ
の
加
工
を
依
頼
。
販

売
は
配
達
な
ど
手
売
り
が
中
心
で

し
た
が
、
最
近
は
ス
ー
パ
ー
で
も

売
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ほ
の
か
に
淡
い
若
草
色
を
し
た

豆
腐
は
、
幸
子
さ
ん
の
名
前
か
ら

転
作
の
青
大
豆
か
ら
豆
腐
づ
く
り

帰
山
安
夫
・
幸
子
さ
ん
（
下
唯
野
）

「
幸
の
あ
お
ま
め
と
う
ふ
」
と
名

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
何
年
か
前
、
青
大
豆
で
作
っ

た
豆
腐
は
お
い
し
い
と
い
う
話
を

聞
き
”
食
べ
て
み
た
い
”
と
思
い

栽
培
し
ま
し
た
。
収
穫
後
、
豆
腐

を
作
ろ
う
と
し
た
の
で
す
が
う
ま

く
い
か
ず
、
加
工
業
者
に
頼
ん
で

作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
五
十
丁

ほ
ど
出
来
た
の
で
近
所
や
友
人
に

配
っ
た
と
こ
ろ
”
お
い
し
い
、
ま

た
作
っ
て
ね
”
と
好
評
。
そ
の
声

に
こ
た
え
て
作
り
続
け
て
い
る
う

ち
”
食
べ
さ
せ
て
も
ら
っ
て
ば
か

り
で
は
悪
い
か
ら
、
お
金
を
受
け

取
っ
て
欲
し
い
”
と
言
わ
れ
、
加

工
賃
と
大
豆
代
だ
け
を
受
け
取
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
幸
子
さ

さ
ん
。
現
在
の
価
格
も
、
加
工
費

用
と
材
料
代
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め

小暮　正夫　著　ポプラ社

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

（
五
十
五
歳
）

（
五
十
二
歳
）
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大災害に備えポンプ車更新
大野地区消防本部に、新しいポンプ車が導入され

ました。現行の４台のうち１台が老朽化したことに

伴い約２１６０万円をかけて更新。ホースカーの自

動昇降装置や吸管巻き取り装置などを備え、より迅

速な対応が可能となりました。

2003.4  広報おおの

情報広報課広報広聴係166・1111

（１2）

�話話話話題題題題のののの広広広広場場場場

春は“あっ宝んど”で
３月２日から10日にかけて「春のリラックスデー」

と題して、さまざまなイベントが行われました。

介護保険制度について広く知ってもらおうと２月23

日、街頭キャンペーンが行われました。制度の普及や

啓発などを行うボランティア「介護保険れんじゃー部

隊」約25人が参加し、豆知識の書かれたチラシやポケ

ットティッシュを配布、制度の理解や利用の促進など

を呼び掛けました。

街頭ＰＲに部隊初出動

健康クイズや体力測定など
あったか健康まつり（３月２日）

親子で作ろう！おでかけ弁当
３月１日“おやこ料理教室”が有終会館で開かれ

ました。「春のおでかけべんとう」をテーマに親子

約20組が「巻き巻きおにぎり」や「ごまてんぷら」

など４品に挑戦。できたてを試食しながら「ピクニ

ックが楽しみ」などと会話が弾んでいました。

親子水中ゲーム大会（３月９日）親子水中ゲーム大会（３月９日）親子水中ゲーム大会（３月９日）親子水中ゲーム大会（３月９日）親子水中ゲーム大会（３月９日）親子水中ゲーム大会（３月９日）親子水中ゲーム大会（３月９日）親子水中ゲーム大会（３月９日）親子水中ゲーム大会（３月９日）親子水中ゲーム大会（３月９日）親子水中ゲーム大会（３月９日）親子水中ゲーム大会（３月９日）親子水中ゲーム大会（３月９日）親子水中ゲーム大会（３月９日）親子水中ゲーム大会（３月９日）親子水中ゲーム大会（３月９日）親子水中ゲーム大会（３月９日）
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2003.4  広報おおの （１3）

身近な話題をお知らせください。

�話話話話題題題題のののの広広広広場場場場

「親子陶芸教室」の作品展が、３月８日から16

日にかけて有終会館で開かれました。会場には23

家族が作った花瓶や茶わんをはじめ、カップや恐

竜など、約70点のバラエティに富んだ作品が並び、

大勢の人の目を楽しませていました。

力作約70点ずらり

准看護学院が閉校式
新教育課程への対応などから閉校が決まってい

た大野准看護学院で３月８日、卒業式と閉校式が

行われました。同校は昭和38年に設立され、卒業

生の数は全部で３８１人。この日、最後の11人が

看護の道へと巣立ちました。

年齢ごとに子育て考えて
２月下旬から３月中旬に子育てに関するいろいろな催しが

行われました。乳幼児を持つ親子が集まり、身長や体重の測

定をしながら日ごろの楽しみや悩みなどを話し合う「ＢＡＢ

Ｙ・ＲＯＯＭ（ベビールーム）」をはじめ、思春期の子ども

を持つ親や、これから子どもが生まれる人を対象とした講座

など、どの会場もたくさんの人が訪れていました。

思春期子育て講座思春期子育て講座思春期子育て講座思春期子育て講座思春期子育て講座思春期子育て講座思春期子育て講座思春期子育て講座思春期子育て講座思春期子育て講座思春期子育て講座思春期子育て講座思春期子育て講座思春期子育て講座思春期子育て講座思春期子育て講座思春期子育て講座

初午
はつうま

団子まき
木本地区に古くから伝わる「初午団子まき」が３月

10日に行われました。会場の岩崎稲荷神社には、火の

用心と豊作を願いまかれる縁起物を求めようと、たく

さんの人たちが訪れにぎわいました。

「ＢａｂｙＲｏｏｍ（ベビールーム）」「ＢａｂｙＲｏｏｍ（ベビールーム）」「ＢａｂｙＲｏｏｍ（ベビールーム）」「ＢａｂｙＲｏｏｍ（ベビールーム）」「ＢａｂｙＲｏｏｍ（ベビールーム）」「ＢａｂｙＲｏｏｍ（ベビールーム）」「ＢａｂｙＲｏｏｍ（ベビールーム）」「ＢａｂｙＲｏｏｍ（ベビールーム）」「ＢａｂｙＲｏｏｍ（ベビールーム）」「ＢａｂｙＲｏｏｍ（ベビールーム）」「ＢａｂｙＲｏｏｍ（ベビールーム）」「ＢａｂｙＲｏｏｍ（ベビールーム）」「ＢａｂｙＲｏｏｍ（ベビールーム）」「ＢａｂｙＲｏｏｍ（ベビールーム）」「ＢａｂｙＲｏｏｍ（ベビールーム）」「ＢａｂｙＲｏｏｍ（ベビールーム）」「ＢａｂｙＲｏｏｍ（ベビールーム）」

もうすぐお父さんお母さん、妊娠期子育て講座もうすぐお父さんお母さん、妊娠期子育て講座もうすぐお父さんお母さん、妊娠期子育て講座もうすぐお父さんお母さん、妊娠期子育て講座もうすぐお父さんお母さん、妊娠期子育て講座もうすぐお父さんお母さん、妊娠期子育て講座もうすぐお父さんお母さん、妊娠期子育て講座もうすぐお父さんお母さん、妊娠期子育て講座もうすぐお父さんお母さん、妊娠期子育て講座もうすぐお父さんお母さん、妊娠期子育て講座もうすぐお父さんお母さん、妊娠期子育て講座もうすぐお父さんお母さん、妊娠期子育て講座もうすぐお父さんお母さん、妊娠期子育て講座もうすぐお父さんお母さん、妊娠期子育て講座もうすぐお父さんお母さん、妊娠期子育て講座もうすぐお父さんお母さん、妊娠期子育て講座もうすぐお父さんお母さん、妊娠期子育て講座
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20
歳
以
上
の
学
生
の
場
合
、
国

民
年
金
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
学

生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

学
生
本
人
の
所
得
が
68
万
円
未

満
で
あ
れ
ば
、
申
請
し
承
認
を
受

け
る
こ
と
で
、
在
学
中
の
保
険
料

が
後
払
い
で
き
ま
す
。

申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。
５
月

末
ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

制
度
の
承
認
月

申
請
月
の
前
月

分
〜
平
成
16
年
３
月

申
請
に
必
要
な
も
の

国
民
年
金

学
生
納
付
の
特
例
制
度

市
民
課

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

城
ま
つ
り
実
行

委
員
会
（
大
野
商
工
会
議
所
内

1
66
・
１
２
３
０
）

●
エ
ス
キ
ー
テ
ニ
ス
大
会

日
時

４
月
20
日
h
午
前
９
時
〜

会
場

有
終
会
館

参
加
料

無
料

申
込
締
切
日

４
月
16
日
k

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市

エ
ス
キ
ー
テ
ニ
ス
協
会
　
大
坪

恵
子
さ
ん
（
1
66
・
３
０
９
５
）

●
テ
ニ
ス
大
会

日
時

シ
ン
グ
ル
ス
５
月
11
日
h

ダ
ブ
ル
ス
６
月
８
日
h

い
ず
れ
も
午
前
８
時
50
分
〜

2003.4  広報おおの

お
知
ら
せ�
お
知
ら
せ�

在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の

写
し
・
印
鑑

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課

年
金
係
（
1
66
・
１
１
１
１
内

線
４
５
５
）

産
業
文
化
展
示
館
の
常
設
展
示

コ
ー
ナ
ー
で
、
展
示
を
行
う
個
人

や
企
業
を
募
集
し
ま
す
。

内
容

市
の
産
業
・
文
化
に
関
す

る
も
の

期
間

原
則
と
し
て
１
年
以
内

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

商

工
観
光
課
商
工
労
政
係
（
1
66
・

１
１
１
１
内
線
３
３
２
）

募
集
団
地

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

（
中
挟
団
地
２
号
棟
１
０
６
）

規
格

２
Ｄ
Ｋ
、
風
呂
・
ト
イ
レ

有

4月

募
集
戸
数

１
戸

家
賃

月
額
５
万
７
千
円

資
格

一
定
の
収
入
基
準
を
満
た

し
て
い
る
人
（
政
令
所
得
月
額

が
20
万
円
〜
32
万
２
千
円
ま
で

の
人
な
ど
）

申
込
締
切
日

４
月
30
日
k

※
入
居
決
定
は
公
開
抽
選
に
て

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

都

市
整
備
課
住
宅
緑
地
係
（
1
66
・

１
１
１
１
内
線
３
５
２
）

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ス
ポ

ー
ツ
・
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
地
域
活
動
を
行
う
５
人
以
上
の

団
体
を
対
象
に
、
活
動
中
の
傷
害

事
故
に
対
し
て
補
償
を
行
う
制
度

で
す
。
万
が
一
の
事
故
に
備
え
、

ぜ
ひ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

（
1
66
・
１
１
１
１
内
線
５
３
２
）

毎
年
お
盆
に
開
催
さ
れ
る
『
お

お
の
城
ま
つ
り
』
の
『
お
お
の
お

ど
り
』
で
生
音
頭
や
演
奏
に
参
加

す
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

生
音
頭
だ
け
で
な
く
歌
、
三
味

線
、
太
鼓
、
笛
な
ど
何
で
も
結
構

で
す
。
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
人

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

入
居
者
を
募
集

都
市
整
備
課

（１4）

（
雨
天
予
備
日
に
延
期
）

会
場

奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園

参
加
料

シ
ン
グ
ル
ス
１
人
１
５
０
０
円

ダ
ブ
ル
ス
　
１
組
３
０
０
０
円

申
込
締
切
日

シ
ン
グ
ル
ス
　
５
月
２
日
m

ダ
ブ
ル
ス
　
　
５
月
30
日
m

●
テ
ニ
ス
教
室

日
時

５
月
12
日
i
〜
６
月
２
日

i
の
月
・
木
・
土
曜
日
午
後
７

時
30
分
〜
９
時
（
計
10
回
）

会
場

明
治
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定
員

初
級
・
初
心
者
先
着
20
人

参
加
料

３
０
０
０
円

申
込
締
切
日

５
月
１
日
l

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市

テ
ニ
ス
協
会
　
酒
井
愼
ニ
さ
ん

（
1
66
・
３
２
１
２
※
月
〜
金

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

か
け
て
安
心
ス
ポ
ー
ツ
保
険

（
財
）ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

15年度の粗大ごみ特別受付日

日程 ４月６日h・６月１日h

７月13日h・９月７日h

10月５日h・11月16日h

３月14日h

時間 午前８時30分～正午
対象物 家電製品、自転車、家具などの粗大ご
み（燃やせる粗大ごみは縦70㌢、太さ10㌢程
度にしてください）
対象とならないもの
家電リサイクルの対象４品目（テレビ・冷蔵
庫・エアコン・洗濯機）、タイヤ、農機具類
などの産業廃棄物
手数料 有料
※粗大ごみはごみステーションに出さないでく
ださい
問い合わせ先
クリーンセンター（165・６１２０）

第25回大野さくらまつり
４月３日l～18日m

亀山公園・義景公園・有終公園

お祭り広場（有終公園）
５日n 正午～午後３時
６日h 午前10時～午後３時

問い合わせ先
観光協会（165・５５２１）

展
示
物
を
募
集

産
業
文
化
展
示
館

商
工
観
光
課

ス
ポ
ー
ツ
の
参
加
者
募
集

各
競
技
団
体

城
ま
つ
り
の
生
音
頭

一
緒
に
や
り
ま
せ
ん
か

生
音
頭
育
成
保
存
会
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ス
タ
ー
ラ
ン
ド
さ
か
だ
に
を
活

動
拠
点
と
す
る
、
そ
ば
打
ち
の
愛

好
会
を
作
り
ま
し
た
。

「
そ
ば
打
ち
は
初
め
て
」「
食

べ
る
の
大
好
き
」
な
ど
初
心
者
大

歓
迎
、
市
内
外
問
わ
ず
広
く
会
員

を
募
集
し
ま
す
。

そ
ば
打
ち
の
勉
強
会
を
は
じ
め

交
流
会
な
ど
、
そ
ば
を
ネ
タ
に
楽

し
く
や
り
ま
し
ょ
う
。

参
加
資
格

そ
ば
好
き
な
人

年
会
費

１
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ス

タ
ー
ラ
ン
ド
そ
ば
打
ち
愛
好
会

（
ス
タ
ー
ラ
ン
ド
さ
か
だ
に
内

1
67
・
７
２
５
０
）

2003.4  広報おおの

土
曜
日

午
後
１
時
〜
午
後
９
時

※
土
曜
日
の
夜
間
は
、
午
後
９

時
以
降
待
機
（
当
直
）
し
、

夜
間
の
救
急
患
者
に
対
応
、

翌
朝
の
午
前
９
時
終
了

平
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

受
験
資
格

昭
和
38
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
、
看
護
師
免
許

ま
た
は
准
看
護
師
免
許
を
取
得

し
て
い
る
人

試
験
日
程

４
月
24
日
l
午
前
10

時
〜
保
健
セ
ン
タ
ー
（
面
接
）

申
し
込
み
方
法

市
販
の
履
歴
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
健
康

診
断
書
、
作
文
を
添
え
、
直
接

ま
た
は
郵
送
（
封
筒
の
表
に

「
休
日
急
患
診
療
所
看
護
師
受

験
」
と
朱
書
き
・
書
留
）
で
提

出
。
作
文
は
４
０
０
字
詰
め
縦

書
き
原
稿
用
紙
に
８
０
０
字
程

度
、
テ
ー
マ
は
「
休
日
急
患
診

療
所
に
つ
い
て
思
う
こ
と
」

申
込
締
切
日

４
月
18
日
m
（
必
着
）

そ
の
他

報
酬
な
ど
は
「
大
野
市

嘱
託
職
員
の
任
用
等
に
関
す
る

要
綱
」
に
よ
る

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
９
１
２
ー
０
０
６
１
大
野
市

篠
座
１
１
７
―
６
―
１
保
健
衛

生
課
（
1
65
・
７
３
３
３
）

●INFORMATION

（１5）

大
野
の
民
話
を
紙
芝
居
に
す
る

メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
出
来

上
が
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
図

書
館
な
ど
へ
の
寄
付
を
考
え
て
い

ま
す
。

活
動
内
容
な
ど
の
話
し
合
い
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
興
味
の
あ

る
人
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

４
月
23
日
k
午
後
７
時
30

分
〜
（
初
回
）

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

対
象

15
歳
〜
35
歳
の
勤
労
青
少

年
（
高
校
生
可
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
1
65
・
７

２
２
１
）

大
野
の
民
話
を

紙
芝
居
に
し
ま
せ
ん
か

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

四季折々の野菜をはじめ、花の栽培など使

い方は自由。自分だけの農園で、思い切り自

然と触れ合いませんか。

区画 全18区画（先着順）

※１区画32平方㍍程度・約４×８㍍

賃料 ３０００円／１区画（１年以内）

申込締切日 ５月30日m

その他 オープニングイベントとして、５月

３日nに有機栽培講習会を予定しています。

詳しくは問い合わせ先まで。

申し込み・問い合わせ先

スターランドさかだに

振興会（167・７２５０）

スターランドさかだに
貸農園の入園者募集！

集
ま
れ
そ
ば
好
き
！

新
規
愛
好
会
の
会
員
募
集

ス
タ
ー
ラ
ン
ド
そ
ば
打
ち
愛
好
会

嘱
託
職
員
の
募
集

市
民
課
職
員
（
窓
口
業
務
）

募
集
人
員

１
人
（
採
用
予
定
日

平
成
15
年
５
月
１
日
）

業
務
内
容

一
般
事
務

受
験
資
格

昭
和
48
年
４
月
２
日

か
ら
昭
和
60
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
、
高
等
学
校
卒
業
程

度
の
学
力
を
有
す
る
市
内
在
住

の
人

試
験
日
程

４
月
20
日
h
午
前
10

時
30
分
〜
市
役
所
（
面
接
・
作

文
）

申
し
込
み
方
法

市
販
の
履
歴
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接

ま
た
は
郵
送
（
封
筒
の
表
に

「
市
民
課
嘱
託
職
員
受
験
」
と

朱
書
き
・
書
留
）
で
提
出

申
込
締
切
日

４
月
15
日
j
（
必
着
）

そ
の
他

報
酬
、
勤
務
時
間
な
ど

は
「
大
野
市
嘱
託
職
員
の
任
用

等
に
関
す
る
要
綱
」
に
よ
る

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
９
１
２
ー
８
６
６
６
大
野
市

天
神
町
１
―
１
　
大
野
市
役
所

市
民
課
（
1
66
・
１
１
１
１
内

線
４
５
５
）

介
護
保
険
認
定
調
査
担
当
職
員

募
集
人
員

１
人
（
採
用
予
定
日

平
成
15
年
５
月
１
日
）

業
務
内
容

介
護
保
険
認
定
の
訪

問
調
査
や
認
定
調
査
事
務
な
ど

受
験
資
格

昭
和
32
年
４
月
２
日

か
ら
昭
和
54
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
、
介
護
支
援
専
門
員

の
資
格
を
持
つ
市
内
在
住
の
人

試
験
日
程

４
月
20
日
h
午
前
10

時
〜
市
役
所
（
面
接
）

申
し
込
み
方
法

市
販
の
履
歴
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接

ま
た
は
郵
送
（
封
筒
の
表
に

「
介
護
保
険
嘱
託
職
員
受
験
」

と
朱
書
き
・
書
留
）
で
提
出

申
込
締
切
日

４
月
15
日
i
（
必
着
）

そ
の
他

報
酬
、
勤
務
時
間
な
ど

は
「
大
野
市
嘱
託
職
員
の
任
用

等
に
関
す
る
要
綱
」
に
よ
る

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
９
１
２
ー
８
６
６
６
大
野
市

天
神
町
１
―
１
　
大
野
市
役
所

福
祉
課
（
1
66
・
１
１
１
１
内

線
４
８
２
）

休
日
急
患
診
療
所
職
員
（
看
護
師
）

募
集
人
員

１
人
（
採
用
予
定
日

平
成
15
年
５
月
１
日
）

勤
務
場
所

市
休
日
急
患
診
療
所

勤
務
時
間

１
週
間
あ
た
り
平
均

30
時
間

勤
務
体
制
（
交
代
制
）

日
曜
日
・
休
日

①
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分

②
午
後
１
時
〜
午
後
９
時

③
午
後
５
時
〜
午
後
９
時
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2003.4  広報おおの（１6）

当
市
で
は
ピ
カ
ピ
カ

の
一
年
生
が
小
学
校
三

百
四
十
七
人
、
中
学
校

で
三
百
九
十
二
人
誕
生

し
入
学
式
を
迎
え
る
。

数
年
前
か
ら
新
入
生
の

数
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
小
学
一
年
生
が

三
百
人
を
割
る
年
度
も
近
い
▼
昔
も
今
も
変
わ

ら
な
い
の
は
、
満
開
の
桜
の
花
と
喜
び
の
中
に

も
緊
張
気
味
の
保
護
者
の
表
情
で
あ
る
。
手
を

つ
な
い
で
校
門
を
く
ぐ
り
な
が
ら
「
健
康
で
勉

強
が
で
き
て
、
気
立
て
の
よ
い
子
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
わ
が
子
へ
の
期
待
を
膨
ら
ま
せ
る
姿
。

一
方
、
い
じ
め
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
、
不
登
校

に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
な
ど
と
気
に
も
か
か
る

▼
最
近
変
わ
っ
た
の
は
、
一
日
が
恒
例
で
あ
っ

た
入
学
式
が
七
日
で
あ
る
こ
と
。
パ
ソ
コ
ン
対

応
型
の
学
習
机
が
商
戦
の
主
流
を
占
め
て
き
た

こ
と
。
昨
年
か
ら
学
校
週
五
日
制
に
な
り
、
家

庭
で
は
思
い
や
り
・
善
悪
の
判
断
・
し
つ
け
な

ど
を
、
地
域
で
は
社
会
体
験
・
自
然
体
験
な
ど

と
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
が
期
待
さ
れ
て
き
た

こ
と
な
ど
。「
大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
が
変

わ
る
。
親
の
背
を
見
て
子
ど
も
は
育
つ
」
と
大

人
も
課
題
を
問
わ
れ
て
い
る
▼
「
子
育
て
は
ゼ

ロ
歳
が
勝
負
」「
三
歳
ま
で
に
決
ま
る
」「
六
歳

ま
で
の
家
庭
教
育
が
決
め
て
」
な
ど
と
言
わ
れ

る
と
、
親
も
つ
い
つ
い
焦
り
が
ち
に
な
る
。
情

報
過
多
の
世
の
中
、
親
の
欲
目
が
子
ど
も
の
発

育
に
関
係
な
く
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
行
く
。
親

が
過
剰
な
期
待
を
持
ち
先
走
る
と
、
か
え
っ
て

子
ど
も
は
意
欲
を
な
く
す
。
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年

生
を
親
の
過
保
護
・
過
干
渉
で
さ
び
つ
か
せ
た

く
な
い
▼
子
ど
も
は
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
。
大
き
く
育
て
よ
。
大
野
っ
子
。（
安
）

朝
日
屋
菓
子
店
（
元
町
二
―
七
）

本
町
通
り
か
ら
七
間
通
り
を
入
っ
た
場
所
に
あ
り

ま
す
。
明
治
三
十
二
年
の
大
火
後
に
建
て
ら
れ
た
も

の
で
、
一
階
東
側
に
あ
る
、
の
れ
ん
風
の
建
具
や
二

階
の
格
子
窓
な
ど
が
景
観
に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

市　民　の　う　ご　き

市内の交通事故状況（年頭からの計）

世　帯　数

人　　　口

男

女

２月中の異動

３月１日現在

11,931世帯

40,055人

19,194人

20,861人

前　月　比

＋12世帯

－28人

－5人

－23人

転 入

転 出

67人

80人

出 生

死 亡

24人

39人

総　件　数

件　数

死　者

傷　者

物損事故

件数内訳

123件

20件

0人

39人

103件

平成15年
２ 月 末

比 較
平成14年
２ 月 末

120件

35件

2人

37人

85件

＋3件

－15件

－2人

＋2人

＋18件

人
身
事
故

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
情
報
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
1
０
７
７
９
・
66
・
１
１
１
１
）

別
れ
の
三
月
が
過
ぎ
て
出
会

い
の
四
月
、
広
報
に
も
新
し
い

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。
将

来
に
残
し
て
い
き
た
い
、
大
野

ら
し
い
景
観
を
紹
介
す
る
こ
の

コ
ー
ナ
ー
が
「
大
野
ら
し
さ
と

は
何
か
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
（
養
）

編
集
後
記

内　訳

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
建
て

ら
れ
た
寺
院
が
軒
を
連
ね
る
寺

町
。
時
の
流
れ
が
し
の
ば
れ
る

静
か
な
た
た
ず
ま
い
に
、
全
国

か
ら
も
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ

ま
す
。
特
に
春
先
に
は
、
サ
ク

ラ
や
コ
ブ
シ
、
モ
ク
レ
ン
な
ど

と
り
ど
り
の
花
が
境
内
に
咲
き
、

人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
す
。 表

紙
の
こ
と
ば

山
元
醤
油
味
噌
醸
造
元
（
元
町
二
―
八
）

上
の
建
物
の
東
隣
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
大
正
末

こ
ろ
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
正
面
入
り
口
を
平
格

子
、
右
を
出
格
子
と
し
二
階
を
白
壁
と
す
る
端
正
な

表
構
え
を
持
つ
町
家
で
す
。

景観特選おおの
平成13年度から市が認定している、将来に残していき

たいと思う大野らしい建築物や自然などを紹介します。

①
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